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性においては 20 歳代では 9.5％、30 歳代では











Comparison of sacral and buttock blood flow rates resulting from
varying head elevation angles among the elderly with standard body types
岩﨑幸恵 1）＊・阿曽洋子 1）・宮嶋正子 1）・片山恵 1）












群のほぼ 2 倍を示していた（江幡 , 渡邉 , 永
田 , 1989）。渡邉らが行った実験においても肥
満群は仙骨部の総荷重が痩せ群や標準群に比べ
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　身長、腹囲、体重、体脂肪率、BMI の 5 項目
を含むものとする。
3）標準体型















時間 0分―５分  5分―35分  35分―40分  40分―70分  70分―75分  75分―105分  105分―110分 
体位 半背臥位  頭部挙上 20度  半背臥位  頭部挙上 25度   半背臥位  頭部挙上 30度   半背臥位 
血流量 
図 1　実験プロトコル
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6）頭部挙上 25 度時臀裂部血流量（表 2）
　頭部挙上 25 度時の臀裂部ベースライン血流
量は 0.2（0.12,0.25）であった。10 分間の血流




7）頭部挙上 25 度時右臀部血流量（表 2）
　頭部挙上 25 度時の右臀部ベースライン血流
量は 0.1（0.07,0.25）であった。10 分間の血流




があった（ p = 0.002）。その他の時間経過につ
いては有意差が認められなかった。
8）頭部挙上 25 度時左臀部血流量（表 2）
　頭部挙上 25 度時の左臀部ベースライン血流
量は 0.21（0.15,0.28）であった。10 分間の血
流量は 0.25（0.2,0.42）、20 分間の血流量は 0.3
（0.23,0.41）、30 分間の血流量は 0.32（0.23,0.44）
であった。時間経過別血流量の比較では、ベー
スライン血流量と 20 分間血流量と（ p = 0.008）、
30 分間血流量との間に有意差があった（ p = 
0.000）。その他の時間経過については有意差が
認められなかった。
9）頭部挙上 30 度時仙骨部血流量（表 3）
　頭部挙上 30 度時の仙骨部ベースライン血流
量は 0.16（0.12,0.31）であった。10 分間の血




10）頭部挙上 30 度時臀裂部血流量（表 3）
　頭部挙上 30 度時の臀裂部ベースライン血流
量は 0.2（0.12,0.25）であった。10 分間の血流



























　また、頭部挙上 20 度、25 度、30 度時にそれ
ぞれ 30 分間血流量を経時的に測定し、その 30
分間の血流量を各 10 分ごとに区分し中央値及び
25% タイル値、75% タイル値を算出した。頭部




















7 名のデータが収集できず、分析対象は 10 名と
なった。
1．基礎データ及び体型データ
　年齢の平均は 70.5 ± 3.5 歳であった。身長は
153.1 ± 5.7cm、体重は 50.1 ± 5.4kg、体脂肪率
は 26.4 ± 5.3％、腹囲は 79.1 ± 7.0cm、BMI は
21.4 ± 1.7 であった。
2．角度別仙骨部・臀部血流量





測定後 10 分から 20 分間までの血流量（以下 20
分間の血流量とする）は 0.17（0.13,0.31）、測




















4）頭部挙上 20 度時左臀部血流量（表 1）
　頭部挙上 20 度時の左臀部ベースライン血流量
は 0.21（0.15,0.28）であった。10 分間の血流




表 1．頭部挙上 20 度時間経過別血流量（ml/min/100g）                    
 仙骨部 臀裂部 右臀部 左臀部 
ベース血流量 0.16(0.12,0.31) 0.2 (0.12,0.25) 0.1(0.07,0.25) 0.21(0.15,0.28) 
10 分間血流量 0.16(0.13,0.29) 0.19(0.11,0.27) 0.09(0.07,0.22) 0.2(0.16,0.37) 
20 分間血流量 0.17(0.13,0.31) 0.19(0.12,0.31) 0.11(0.05,0.25) 0.21(0.17,0.38) 
30 分間血流量 0.19(0.13,0.33) 0.17(0.1,0.28) 0.11(0.07,0.23) 0.22(0.17,0.38) 
注. n=17 左臀部のみ n=10 中央値（25%タイル値,75%タイル値） 
Friedman 検定 Bonferroni にて補正 
 
表 1　頭部挙上 20度時間経過別血流量 （ml/min/100g）
表 2．頭部挙上 25 度時間経過別血流量（ml/min/100g）                  
 仙骨部 臀裂部 右臀部 左臀部 
ベース血流量 0.16(0.12,0.31) 0.2(0.12,0.25) 0.1(0.07,0.25) 0.21(0.15,0.28) 
10 分間血流量 0.22(0.14,0.43) 0.18(0.09,0.29) 0.12(0.04,0.2) 0.25(0.2,0.42) 
20 分血間流量 0.18(0.15,0.46) 0.2(0.12,0.29) 0.11(0.05,0.2) 0.3(0.23,0.41) 
30 分間血流量 0.18(0.16,0.5) 0.23(0.1,0.27) 0.13(0.08,0.35) 0.32(0.23,0.44) 
注. n=17 左臀部のみ n=10 中央値（25%タイル値,75%タイル値） 







表 2　頭部挙上 25度時間経過別血流量 （ml/min/100g）
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上 20 度では有意差がみられなかったが、頭部挙














域である 70mmHg を超えている（森口 , 吉本 , 






































































11）頭部挙上 30 度時右臀部血流量（表 3）
　頭部挙上 30 度時の右臀部ベースライン血流
量は 0.1（0.07,0.25）であった。10 分間の血流




差があった（ p = 0.011）。また、10 分間血流量
と 30 分間血流量との間に有意差があった（ p = 
0.043）。その他の時間経過については有意差が
認められなかった。
12）頭部挙上 30 度時左臀部血流量（表 3）
　頭部挙上 30 度時の左臀部ベースライン血流量
は 0.21（0.15,0.28）であった。10 分間の血流
量は 0.3（0.24,0.41）、20 分間の血流量は 0.33
（0.23,0.55）、30 分間の血流量は 0.37（0.26,0.64）
であった。時間経過別血流量の比較では、ベー
スライン血流量と 20 分間血流量（ p = 0.004）、











































と 30 分間の血流量、10 分間の血流量と 30 分間
の血流量との間に有意差があった。左臀部血流




表 3．頭部挙上 30 度時時間経過別血流量（ml/min/100g）                                
 仙骨部 臀裂部 右臀部 左臀部 
ベース血流量 0.16(0.12,0.31) 0.2(0.12,0.25) 0.1(0.07,0.25) 0.21(0.15,0.28) 
10 分間血流量 0.23(0.16,0.47) 0.27(0.11,0.36) 0.11(0.07,0.21) 0.3(0.24,0.41) 
20 分間血流量 0.23(0.15,0.51) 0.26(0.18,0.33) 0.11(0.08,0.25) 0.33(0.23,0.55) 
30 分間血流量 0.24(0.15,0.47) 0.25(0.13,0.35) 0.16(0.08,0.26) 0.37(0.26,0.64) 
注. n=17 左臀部のみ n=10 中央値（25%タイル値,75%タイル値） 




表 3　頭部挙上 30度時時間経過別血流量 （ml/min/100g）
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　わが国の 2017 年の死亡者数は 134 万人を超


















Understanding and Utilization of the perception on life and death of elderly through
the interviews by nursing students attending the two-year part time course










という報告や、寺門 ,大塚 ,石松 ,平川（2002）、
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